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研究の概要 【研究対象者】 

2013年1月から6月の間に富山大学附属病院第一内科に糖尿病の病名で通院

していた症例の内HbA1c>8.0%の症例を抽出し、その中で2018年1月から6月

の間に通院継続が確認された症例 

【研究の目的・意義】 

糖尿病症例の予後、イベントの発症頻度と血糖コントロール状況及び、その

他検査項目の相関関係を調べ、糖尿病症例の予後と予後を決定する因子を明

らかにする事である。 

【研究の方法】 

2013年から2018年の間に富山大学附属病院第一内科に糖尿病で通院していた

症例を登録し、2018年から3年間前向きに臨床情報を収集していき、評価項

目について、その背景因子との関連について検討を行う。 

【研究期間】 

  実施許可日 2018年9月19日 ～ 2032年9月30日 

【研究結果の公表の方法】 

研究成果は糖尿病または代謝に関連した学会、医学雑誌にて結果を発表す

る。 

研究に用いる試料・情

報の項目と利用方法

（他機関への提供の有

無） 

電子カルテ丞の通常診療の情報を用いる。他機関への提供はない。 

・全体及び危険因子毎に群分けしての主要評価項目及び副次的評価項目の発

症率を検討する。 

・全体及び危険因子毎に群分けしてのKaplan-Meier法での解析を行う。 

・主要評価項目及び副次的評価項目のイベントのあった群と無かった群との

間での臨床指標毎の差異の検定（Student’st-test、Mann-Whitney U test）

を行う。 

・主要評価項目及び副次的評価項目のイベント発症とその原因について研究

開始時の検査結果との相関解析を行う。 

 

研究に用いる試料・情

報を利用する機関及び

施設責任者氏名 

富山大学学術研究部医学系内科学第一・教授・戸邉一之 

研究資料の開示 研究対象者、親族等関係者のご希望により、他の研究対象者等の個人情報及び

知的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書等の研究に関する資料を

開示いたします。 

試料・情報の管理責任

者（研究主機関におけ

る研究責任者氏名） 

富山大学学術研究部医学系内科学第一・教授・戸邉一之 

研究対象者、親族等関

係者からの相談等への

対応窓口 

研究対象者からの除外（試料・情報の利用または他機関への提供の停止を含む）

を希望する場合の申し出、研究資料の開示希望及び個人情報の取り扱いに関す

る相談等について下記の窓口で対応いたします。 

電話 076-434-7287   

FAX 076-434-5025  

E-mail：tobe@med.u-toyama.ac.jp 
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